

















































































































































	着工準備
	1　調査　敷地高低差に支障がありませんか。
	2　調査　道路　道路や障害物(電線､樹木､配管等)に問題はありませんか。
	3　調査　地耐力(地盤調査)､擁壁は十分ですか。
	4　調査　地盤条件(盛土､切､軟弱等土)に対応した設計になっていますか。
	5　調査　表土凍結に対する対策は十分ですか。
	6　調査　湿地､水はけの対策は必要ですか。
	7　調査　切株の処理や防蟻等の処理は十分ですか。
	8　調査　ガス･電気(引き込み･メーター位置)は確認できますか。
	9　表示　現場表示板､確認済表示板の確認をしてください。

	地縄張り
	10　準備　近隣へのあいさつ。
	11　地縄　敷地境界と建物の間隔(軒先が出ないか)は十分ですか。
	12　地縄　境界杭の位置は確認できますか。

	基礎工事
	13　基礎　突き固めは十分にされていますか。
	14　基礎　根切り幅､潔さ､割りぐりなごは適切ですか。
	15　布基礎､独立基礎の配置は適切ですか。基礎伏せ図と照合しましよう。
	16　基礎　高及び幅は規定以上の寸法ですか。
	17　鉄筋の位置･間隔･サイズは適切ですか。また､ベース部分の鉄筋はスペーサーなどで空きを確保していますか。
	18　基礎　アンカーボルトの位置･本数は適切ですか。2.7m以内でしつかりと固定されていますか。
	19　基礎　給水､配管(浴室､台所､トイレなど)廻りの補強は適切ですか。
	20　基礎コンクリートの調合は適切ですか。コンクリート打ちの時､ホースで水を入れながらやっていませんか。(強度不足の原因)
	21　基礎　床下換気孔の位置(間隔4m以内)･大きさ(外周部300c㎡以上)･量は適切ですか。
	22　基礎　防湿シートの種類､重ね代は十分ですか。
	23　捨てコンクリートの厚さは十分ですか。
	24　コンクリートを打った後､養生期閣を適切に取っていますか。

	上棟
	25　木　基礎と土台のズレがありませか。(ズレが大き場合は基礎を補強します。)
	26　木　基礎と土台はアンカーボルトで緊結されていますか。特に筋力イのある耐力壁廻りが重要です。
	27　木　主要な構造部材(柱･土台･梁･胴差･桁等)の樹種とサイズは､仕様書･見積書･伏せ図等に表記されている通りですか。
	28　木　主要な構造部材の配置､スパン等に支障はないですか。
	29　木　主要な構造部材の化粧の養生はされていますか。
	30　木　接合部分に無理はないですか(持ち出し､断面欠損)。
	31　木　小屋組材の寸法､位置は適切ですか。

	屋根下地完了
	32　木　筋カイの位置､方向､寸法は適切ですか。
	33　木　筋カイの接合方法(補強金物)は適切ですか。
	34　木　小屋筋カイ位置､接合は適切ですか。
	35　木　火打ち材の配置､寸法､接合は適切ですか。(土台･梁･小屋)
	36　木　接合金物の種類は適切ですか。また､緊結は十分ですか。(土台-土台､土台-柱､柱-胸差及び桁､その他)
	37　木　軸組の水平､垂直正しいですか。
	38　木　1階床:大引､束(束石の有無)､根がらみ､根太の配置(方向､間隔)､寸法は適切ですか。
	39　木　2階床根太の配置(方向､間隔)､寸法は適切ですか。
	40　屋根　軒､けらば等の出寸法は適切ですか。
	41　屋根　野地板の材質､施工は適切ですか。
	42　屋根　屋根形状は正しいですか(棟位置､谷等の位置)。
	43　屋根　ルーフィングの施工は適切ですか。(アスファルトルーフィング：重ねが100mm以上､立ち上がりは150～200mm必要。)
	44　屋根　谷の防水は適切ですか。
	45　屋根　下屋根等の立ち上がりの施工は適切ですか。

	外壁下地､外部サッシ取付後
	46　防腐　防腐･防蟻処躍は規定通りの範囲ですか。
	47　防腐　材の切断部分の処理はされていますか。
	48　給排水管廻りの処理はされていますか。
	49　建具　玄関､サッシの位置･種類は図面通りですか。
	50　断熱　断熱材(床､壁)の種類は適切か。地域･部位ごとに決められた厚さ･種類のものですか。
	51　断熱　断熱材の場合､防湿層の向き､設置位置は正しいですか。
	52　断熱　配線､給排水管廼りの対応はされていますか。
	53　木　軸組接合部分の金物の締め直しはしてますか。
	54　木　外壁下地の種類､寸法は適切ですか。
	55　木　外壁下地(木ずり､合坂)をとめつける釘の種類､間隔は適切ですか。
	56　木　床下地合板の種類､寸法､釘(種類､間隔)は適切ですか。
	57　木　和紙と洋室床の段差の対応はしてますか。
	58　防水　外壁下地に防湿シート(または水切りシート)は貼るのですか。
	59　木　外壁下地に通気層の配慮はするのですか。
	60　防水　防水バルコニーの防水面の立ち上がりは十分ですか。
	61　衛生　給排水管の位置､高さ､寸法､接合は適切ですか。
	62　衛生　給水管に保湿材が取り付けてありますか(隙間の有無､厚さ)。
	63　電気　配電盤､スイッチ､コンセント､照明の位置､高さ､数は適切ですか。
	64　木　階段段数､談割りは図面通りですか。
	65　塗装　塗装の色等の打ち合わせはしましたか。
	66　屋根　屋根材は指定通りの仕様ですか。
	67　屋根　瓦葺きの場合､釘止め､結線はしていますか。

	外装工事終了
	68　木　ひさしの位置と数は適切ですか。
	69　木　外装材の種類､色､仕上げは打ち合わせ通りですか。
	70　木　外装材がサイディングの場合は､目地処理は適切ですか。
	71　建具　サッシ､引き込み､配管廻りの処理は適切ですか。
	72　板金　竪といの位置に不都合はないですか。

	木工事終了
	73　木　壁下地の浮陸はないですか。
	74　木　壁下地の目地処理は適切ですか。
	75　内装　フローリングの張り方向は適切ですか。
	76　断熱　天井断熱は適切ですか。
	77　木　小屋換気は適切ですか。
	78　木　天井点検口､床下点検口は設けるのですか。
	79　木　天井高は　適切ですか(部屋別)。
	80　内装　カーテンボックスの位置は適切ですか。
	81　押入れ･収納の棚の位置､数は指示通りですか。
	82　電気　照明器具､は適切か(部屋別)､または打ち合わせはしましたか。
	83　設備　設備機器(台所､浴室､洗面室等)の仕様は適切ですか。

	竣工時(外部)
	84　外観　外観を道路側から見て､イメージ通りですか。
	85　周辺　建物周辺の掃除､後かたづけ､整地状態はこうですか。
	86　基礎　換気口に手を当て通風状態を確認しましよう。
	87　基礎　床下に残材等が残って汚れていませんか。床下点検ロ及び換気ロから懐中電灯をかざしてみます。
	88　基礎　基礎表面にひびがありませんか。
	89　外壁　サイディング張りでボード接合部の防水処理､下端部の水切り処理はされていますか。
	90　外壁　モルタル仕上げで塗り方が平らに仕上がっていますか。また､ひびやたわみはありませんか。
	91　屋根　全体に均一にきれいに葺かれていますか。
	92　樋　樋の接合状態に問題はありませんか。
	93　土間　たたき部分のコンクリート塗りの状態はどうですか。
	94　接合　テラス･バルコニーに屋根･庇や手すりがあれば､柱や壁との接合状態はきれいに納まってますか。
	95　防水　カーポート･バルコニーの床の施錠状態はよいですか。
	96　玄関　玄関ドアの開閉具合とロック等の施錠状態スムーズですか。また､ドアに傷、汚れはありませんか。
	97　玄関　玄関ポーチ･ホールの床上げ､柱･庇等の仕上がりはどうですか。
	98　建具　サッシの開閉状態､施錠はスムーズですか。また､ガラスは指定通りですか。
	99　建具　サッシと外壁の取り合い部分に隙間等がありませんか。
	100　建具　雨戸と外壁との取付状態はどうですか。また､開閉､施鍵はスムーズですか。
	101　面格子は指定通りのところについてますか。また､取付強度､取付部分の壁面処理はされていますか。
	102　設備　給湯設備(外釜･給油タンク等)の位置は、防火･騒音･重量等で問題はないですか。
	103　設備　排水マスのふたを開けてみて､排水状態がスムーズですか。

	竣工時(内部)
	104　床　歩いてみてきしむ音がしませんか。
	105　床　床と壁との取り合い部分の納まりは､きれいですか。
	106　床　床表面の汚れや傷はありませんか。
	107　内装　火気使用室の材質､施工は適切ですか。
	108　壁　クロス貼でしわやゆがみ､傷､はがれ及びズしがありませんか
	109　壁　左官仕上げで傷､汚れがありませんか。また､他の素材との取り合い部分はきれいに納まっていますか。
	110　壁　塗装仕上げで塗りむら､塗り残しはありませんか。また､他の素材との取り合いはきれいに納まっていますか。
	111　壁　タイル貼りで目地にひびがはいっていませんか。
	112　ボード張りで接合部でラインがそろっていますか。また､たわみはありませんか。
	113　クロス貼でしわやゆがみ､傷､はがれ及びズレがありませんか
	114　和室の天井板と壁との接合部の納まりはきれいですか。
	115　内部建具の仕様(種類､金物､カギ､仕上げ)は適切ですか。
	116　開閉状態(開き勝手)と取っ手の操作性はスムーズですか。床にすつたり戸当たり金具の付け忘れはないですか。
	117　建具　和室も敷居･鴨居部分の傷はありませんか。
	118　建具　木製建具の桟等に乾燥による割れ等はありませんか。
	119　台所　システムキッチンの取付状態や扉や引き出しの操作性､水栓金物や加熱機器の機能はスムーズですか。また､キャビネット内で水漏れはありませんか。
	120　台所　換気設備の能力と操作性､音等問題はありませんか。
	121　便所　便器や手洗い器の据え付え状態や､水を流してみて音､水漏れ等は問題ありませんか。
	122　浴室　浴槽の据え付え状態や水栓金物の操作性､及び洗い場の排水状態は問題がないですか。
	123　洗面　洗面台の据え付状態は問題ないですか。隙間にはコーキンング等の処理をしていますか。
	124　電気　コンセント､スイッチの位置､種類は適切ですか。
	125　電気　分電盤の分岐回路は容量限度内ですか。
	126　電気　照明器具の位置､種類は指定通りですか。
	127　設備　備機器取付後の目地処理､損傷処理は行われていますか。
	128　設備　設備機器取付後の配管廻りの防水､防露は適切ですか。
	129　設備　工アコンの設置位置を確認し､運転させて性能を確認します。設置予定の場合は予定位置にエアコン用のコンセントがあるか確認してください。
	130　設備　床暖房は操作スイッチによる位置を確認して､運転させて性能を確認します。
	131　確認　手直し部分については､立ち会つた工事責任者､工事監理者双方と確認の上､文書によって施工会社とその方法や時期について確認しましよう。


